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Summary

　Posthalvest　fruit　softening 　afteHemoval 　of 　astringency 　was 　studiod 　in　forcing− cultured 　Japanesc

persimmon
‘Tonewase ’

（Diospyros　kaki　Thunb ．）．
1．No 　significant 　diffelcnce　in　the　fruit　soften 【闘g　 rate 　was 　observed 　arnong 　the　fluits　in　which

astringency 　was 　removed 　by　on
−tTee　 e 山anol 　application 　or　by　the　constant 　temperature 　of 　short

duration（CTSD ）method 　after 　harvest　and 　the　control 　fruit．

2，The　rate　of　fruit　softening 　afteHemoval 　of 　astringency 　varied 　with 　each 　greenhouse，　The　structure

and 　respiration 　rate 　in　the　Ioot 　system ，　mineral 　composition ，　and 　water 　potential　in　leaf　had　no

relationship 　with 　the　Tate 　of 　postharvest　fruit　softening ．

3．lrrespective　of　forclng−cuLtured 　or　open 　field，　the　days　of　Ireatment ，　and 　early 　harvest　resulted 　in

rapid 　fmit　softening 　after　removal 　of 　astringency 　by　CTSD 　method ．　Harvesting　later　than　120　days

after　anthesis　when 　fruit　growth　phase　sbift 　flom　phase　ll　to　phase 皿 delayed　the　fruit　ripening 　fate ．

4．High　temper飢ule　tleatment 　during　fruit　growth　from　July　to　October　accelerated 　postharvest　fruit

softening　after 　removal 　of 　astringency 　by　CTSD 　method ．

　In　concLusion
，
　postharvest　fruit　softening 　is　closely　dependent　on 　fruit　ma 加 rity　at　harvest・Exposure

to　high　temperature　during　the　maturation 　stage 　affects 　maturity 　indices　and 　physiologicaE　activity 　in
fruit

，
　resulting 　in　rapid 　fruit　softoning ・

Key　Words ： forcing　cultu エe
，
　fruit　softening

，
　persimmon，　shelf

−life．
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緒　　言

　
‘
平核無 の 早生変異系統で あ る

t

刀根早生
’
は，早生 で

肉質良好な ど優良な特性を持つ 渋ガキ品種 で ある．和歌

山県や 奈良県で は こ の
‘
刀根早生

’
を加温 ハ ウ ス で 栽培 し，

7月か ら8月 に かけて 出荷す る早期出荷栽培が行わ れ て い

る．こ の 栽培法 は，栽培農家 に と っ て 早期出荷に よ る高
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価格 を期待 で き る だ け で な く，労力分散 に よ る経営規模

拡大 を可能 とす る なと
’
，多 くの 利点が あ る．しか し な が

ら ，ハ ウ ス 栽培
‘
刀 根早生

’
果実を CTSD 法 （Constant

Temperature　Short　Duration，　Matsuo　et　aL ，
1976；古 田 ・

明田 川，1981）で 脱渋す る と数日以内に 果実軟化 が 多発 す

る場合が あ り，流通 ・
販売上 の 大 きな 障害 と な っ て い る．

一方，露地栽培
‘
刀根早生

’
果実 で は CTSD 脱渋を行 っ て

も，流通中の 軟化発生 は 少な い が，年次 に よ っ て は多発

す る 場合 もあ る，
‘
刀根早生

’
ハ ウ ス 栽培農家の 多くは，早

期軟化 の 問題を回避す る た め に，杉浦ら （1975）が 開発 し

た樹上脱渋法を応用 し，収穫約 2週間前に 果実を 固形 ア ル

コ ー
ル を入れ た ポ リエ チ レ ン 袋 （ポ リ袋）で包み，数時間

後 に ポ リ袋を取 り除 く樹上脱渋を行 っ て い る．こ の 方法

に よ っ て流通中の 果実軟化 は 回避 で きるが ，高温 の ハ ウ

ス 内で の ポ リ袋か け作業は 過酷な 環境下 で の 重労働 で あ

り，こ の作業が栽培規模 の 拡大や産地 の 確立 を強 く阻害

し て い る，

　 こ れま で に ，カ キ果実 の 脱渋後の 軟化 に つ い て は，

板村 （1986）が 露地栽培
‘
平核無 果実を用 い た

一
連 の 研究

を行 っ て い る．そ れ に よ る と，未熟な果実ほ ど軟化 しや

す く， 果実の 軟化速度は熟度に よ っ て大き く異な るこ と，

そ の 熟度 に よ る違 い は果実の 呼吸活性や エ チ レ ン 生成能

で表さ れ る生理活性の 変化 に 基 づ くこ とが示されて い る．

ま た，板村ら （1996）は
‘
刀根早生

’
ハ ウ ス 栽培果実で も同

様の 結果を得 て い る．石丸 ら （1998）は，ハ ウ ス 栽培
t
刀

根早生
’
果実 の crSD 脱渋条件を検討し，炭酸ガ ス 処理 の

途 中か ら炭酸ガ ス 濃度を漸次低下 させ る と果肉軟化を抑

制 で き る 場合が あ る こ とを示唆 して い る が ，実用化技術

に は 至 っ て い な い ．

　本研 究で は，ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’

果実 に おけ る軟化

抑制技術 の 開発 に向け た 基礎資料 と す る た め に ，露地栽

培果実と対比 しな が ら，種 々 の 条件 で の ハ ウス栽培果実

を 用 い ，早期軟化果実発生 の 実態調査を行 っ た．さ ら に，
ハ ウ ス 栽培 と露地栽培の 最も大きな違 い で あ る温度環境

に 着 目し，生育中 の 高温処理 が脱渋後 の 果実軟化 に 及 ぼ

す影響 に つ い て 検討 した ．

材 料 お よ び 方 法

実 験 1．脱 渋 方 法 と
’
刀 根 早 生

’
果 実 の 軟 化

　和歌山県果樹園芸試験場紀北分場 の ハ ウ ス 栽培 （1998

年 1月 26 日加温開始．満開日 ：3月 28日 ）
‘
刀根早生

’
果

実 に 樹上脱渋処理 を 8月 8 日 に 行 っ た，8 月 23 日 に 果実

を 20 果ず つ 収穫し，25℃ 下 に 保持 し軟化率を調査 した．

樹上脱渋処理 しな か っ た 果実を同 じ日 に 収穫 し，CTSD

脱渋処理 （25℃，16時間）した 果実と無脱渋果実を対照 と

して 用 い た．軟化判定は触感 に よ り行 い ，軟化 し始 め を

軟化 とした （軟化判定 は以下 の 実験 2〜4 も同様 ）．触感 で

軟化始め と判定され た果実を非貫入式果実硬度計 （富士平
一
［業製，ハ ン デ ィ HIT 　CT −400−500）で 測定 したと こ ろ，

い ず れも測定値は 10付近の 値を示 した，

実 験 2．栽 培 農家 間 の
’
刀 根 早 生

’
果 実軟 化 様 相

　　　　 の 違 い

　和歌山県橋本市内の カ キ
‘
刀根早生 ハ ウ ス 栽培園 6園

（加 温 開始 は 1998年 1月下旬 ）に つ い て，各園当た り 3樹

か ら 1998年 8月 19 日 に果実を採取し た．果皮色 （カ キ

t

平核無 カ ラ
ー

チ ャ
ー

トを使用）で 果頂部 4，果基部 2程

度 の 果実を 1樹 に つ き 20果選び，CTSD 脱渋処理 （25℃，

18時間 ）した後 ，
25℃ で保持し軟化率を調査 した．ま た，

各園 の 樹 の 根群分布と根 の 呼吸活性，葉 の 無機成分 と し

て，全窒素，P，　 K ，　 Ca お よ び Mg 含量な らび に葉の 水ポ

テ ン シ ャ ル を測定 した ．

実 験 3．加 温 時期 が 異 な る ハ ウ ス 栽 培 お よ び 露地

　　　　栽 培
‘
刀 根 早 生

’
果 実 の 収 穫 熟 度 と 果 実

　　　　軟 化

　橋本市内の 刀 根早生
’

ハ ウ ス 栽培園の 果実を供試 した．

加温開始時期は ， 早期加温が 1996年 12月 28 日，普通加

温が 1997年 1月 23 日，後期加温が 2月 20 日で あ り，満

開 日 は そ れ ぞ れ 2月 28 日，3月 25 日，4月 7 日で あ っ た．

果実 の 横径を調査す る と と もに，満開後 100 日 目頃か ら

約 10日間隔で 20果実ずっ 採取 した tCTSD 脱渋処理 （25

℃，16 時間）した 後，25 ℃ 下 で 保持 し軟化率を求め た 、

ま た，紀北分場栽植の 露地
‘
刀根早生

’
成木 （満開日 ：5月

10 日 ）の 果実を供試して，同様の 調査を行 い ハ ウ ス 果実

と比較 した ．

実 験 4．7− 10 月 の 高 温 処 理 が
：
刀 根早 生

’
果 実 の

　　　　軟 化 に 及 ぼ す 影 響

　紀北分場内の 鉢植え （100　liter）の
‘
刀根早生

’
若木 4樹

を供試 した．露地条件で の 満開 日は 5月 9 日 で あ っ た ．

1997 年 7 月 1 日か ら 10月 14 日 まで 小型 ア ク リル ハ ウ ス

に 2樹を搬入 し高温処理 区とし，残りの 2樹は露地区と し

た．高温処理区で は 最高気温が 40℃以上 に な ら な い よ う

に 換気を行 っ た．果実 の 横径 を満開後 50 日目か ら測定す

ると ともに，果実を満開後 111 日目か ら約 10 日間隔 で 各

区 10果ず っ 採取 し，crSD 脱渋処理 （25℃ ，16時間 ）し

た 後，25 ℃下で保持 し軟化率を求め た，

結 果 お よ び 考 察

脱 渋 方 法 と
L
刀 根 早 生

’
果 実 の 軟 化

　ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’
果実 の 軟化 の 要因を探る第 ユ段

階として ，農家で 最も有効な軟化抑制策 とさ れ て い る樹

上脱渋を行 っ た 果実 と crSD 脱渋果実お よ び無脱渋果実

の軟化様相を比較 した．そ の 結果，軟化果実の 割合が急

増す る の は，無脱渋果実 で収穫後 4 日 目，樹上 脱渋果 と

CTSD 脱渋果で は 5日目で あ り，収穫日を起点 とした場合

に は脱渋方法 に よ る軟化様相 に 違い は ほ とん どみ ら れ な

か っ た （第 1 図 ）．た だ し，実際の 流通 に お い て は ，樹上

脱渋果は収穫日 に す ぐに 出荷 されるの に対 し，CTSD 脱

渋果は渋味が感 じられな くな る脱渋完了 ま で に お よ そ 3
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Fig．1．　Softening　 curves 　 of
‘Tonewase’Japanese　 persimmon

　　 fruit　removed 　astringency 　by　 an 　on
−tree　 ethanol 　 or　off

−

　　 tree　carbon 　dioxide　trea血】ents ，　Intact　fruit　in　a　polyethylene

　　 bag，　 containing 　 ethanoL （solid 　 wax 　impregnated），　 were

　　 expQsed 　tQ　for　sjx　hours 　in　a　heated　greenhouse　two　weeks

　 　 before　 harvest，　 Carbon　 dioxide　 treatment　 was 　 carried 　 out

　　 according 　to　CTSD 　method ，　Arrow　shows 　lhe 　end 　of 　CTSD

　　 procedure ，　Control　fruit　were 　not 　treated．　Fruit　softening

　 　 was 　monitored 　at　25℃，

B を要す るた め に ，果実軟化 の 急増直前が 出荷日 に 当た

り，流通中 に 軟化が 多発す る こ と に な る と考え ら れる．従

っ て 、実用的 な 軟化抑制策と さ れ て い る樹上脱渋は，実

際に は果実軟化 を抑制 して い るの で はな く，軟化が発生

する前 に 販売されるとい う，い わゆる
「
み か けの軟化対

策」技術で あ る と考え られ る，ま た，今回 の 調査で は，無

脱渋果実で も，樹上お よ び crSD 脱渋果実 とほ ぼ 同時 か

ま た は，む しろ やや 早 く軟化す る こ とか ら，脱渋処理 が

ス ト レ ス と して 作用 し，軟化促進の 要因に な っ て い る と

は考え られな い ．従 っ て ，ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’
果実 の

軟化促進要 因 は 脱渋処理 で は な く，栽培 ・生育条件 に 関

連す る 生理 ・生態学的要因を考 え る必要 が あ る と考え ら

れ た．

栽培 農 家 間 の
’
刀 根 早 生

’
果 実 軟 化様 相 の 違 い

　実際の ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’
果実 の 軟化発 生様相 は，

農家に よ っ て大 き く異な る こ とが知 られ て い る．そ こ で，

和歌 山県内の
‘
刀根早生

’
ハ ウ ス 栽培 6園 よ り果実を採取

し，CTSD 脱渋果実の 軟化様相を比較す る と と もに ，樹

体生育 に 関わる数種 の 要因に つ い て検討 した．第 2 図 に

示し た よ うに ，6園の 内，3園 の 果実 は 収穫後 3〜4 日 目で

軟化果実 の 割合が急増 した の に 対 し，他 の 3園 で は 12 日

目で も軟化発生 は ご くわず か で あ っ た．こ の よ う に，軟

化様相 の 農家に よ る違 い は 明確 に 認 め られ た が，生態的

お よ び 生理的要因と して 調査 した根群 の 形態的様相と呼

吸活性，ま た葉の 無機成分 と水 ポテ ン シ ャ ル に は軟化様

相 と の 関連性は み られ な か っ た （デ
ータ省略）．ま た，数

年 に わ た っ て 農家に よ る軟化様相 の 違 い を調査 した と こ

ろ，あ る年 に 軟化発生 が ほ とん どな か っ た農家で も，次

年度 は多発 するな ど年次変動が大きか っ た ．

　以上 か ら，本調査 で は栽培過程 に おける軟果発生 に至

る決定的 な 要因 は見い 出さ れ な か っ た が，今後，さ らに

検討を要す る，栂野 ら （1999）は ， カ キ
4

西条
’

の 樹上軟化

の 調査 で ，樹上軟化す る樹で は 健全樹 と比較 して 葉，へ

§
属

愚
藁
畠

Fig．　Z．　Fruit　softening 　rates 　of
‘Tonewase，　Japanese　persim−

　　 mon 　grown　in　 six　heated　greenhouses．　Heating　of　every

　　 greenhouses　started 　 on 　late　January．　Fruits，　 which 　 were

　　 harvested　on 　August 　19，　were 　treated　with 　carbon 　dioxide

　　 to　remove 　astringency 　accerding 　to　CTSD 　method ．　Fruit

　　 softening 　was 　monitored 　at　25℃．
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Fig．3．　Growth　 curves　 of
‘
Tonewase

’Japanese　 pers童mmon

　　 grown 　in　greenhouses　and 　in　the　open 　fie】d．

　　 A ： Grcenhouse．　Heating　started 　on 　December　28，
1996 ，

　　　 Full　bloom　on 　February　28．

　　 B ：Greenhouse，　Heating　started 　on 　January　23 ，1997 ．　Full

　 　 　 bloom　on 　March　25．

　　 C ：Greenhouse，　Heating　started 　on 　February 　20，1997 ．　Full

　　　 bloom　on 　Apri互7．

　　 D ：Open　field．　Full　bloom　ep 　May 　lO，1997．
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タ お よ び果実の い ず れ で も Mn 含有率が低 くな っ て い る

こ とを報告 して い る，今回 の 無機成分調査 に は Mn は含

まれて い なか っ た の で ，
’
刀根早生

’
ハ ウ ス 栽培 で も今後，

Mn 含量に注 目 した 調査 を行 う必要があ る．

収 穫 熟 度 と 果 実軟 化

　
一般に ，果実は未熟な段階 で 収穫 さ れ る ほ ど成熟 ・老

化段階 に 達す る ま で の期間が長 く，貯蔵性が 優れ るこ と

が 知 られ て る．特に，ク ラ イ マ ク テ リッ ク型果実 で は，収

穫i熟度 が 進む ほ ど成熟 エ チ レ ン 生 成開始 ま で の 期間が 短

縮 され貯蔵期間も短 くな る こ と か ら，エ チ レ ン生 成が貯

蔵性 を決定 す る 重 要な 要 因で あ る と考え ら れ て い る

（Wills ら，1998）．と こ ろ が，高田 （1982；1983）は ， カ キ
‘
富有

’
果実を種 々 の発育段階 で 採取 し，呼吸活性 とエ チ

レ ン 生成を調査し た と こ ろ，未熟な 段階 で 収穫 す る ほ ど、
エ チ レ ン 生成開始 ま で の 期間 が 短 く，エ チ レ ン 生成や 呼

A 　／eb

　 ge
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逸 70

麌6。
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い　30

be −Vs

    詐

吸活 性 の 最 大値 も高 くな る こ と を見 い 出 した ，板村

（1985；1986）は
‘
平核無

’
果実で も，未熟 な 段階 で 収穫 し

た果実 ほ どエ チ レ ン 生成能か らみ た 「生理活性」が高 く，

果実軟化が急速 で あ る が，収穫熟度が 進 むとエ チ レ ン 生

成能 も低下 し果実軟化 も緩 慢 に な る こ とか ら，流通中の

果実軟化の 抑制に は
‘
早採 り

’
を避 け る こ とが 重要で あ る

と指摘 して い る、こ の よ うに ，カ キ は エ チ レ ン 生成や軟

化特性が 特殊 な果実で あ る の か もしれ な い ．そ こ で，加

温時期 の 異 な るハ ウス栽培
t

刀根早生
’
果実と露地栽培果

実を用 い て ，収穫熟度 と軟化様相と の 関係 を調査 した ．

　カ キ 果実 の 生長は 二 重 S 字曲線を描 くこ とが知 られ て

い る （平田 ・林，1978；中川，1978；鄭 ら，1990）．今回 の

調査で は第 3図 に 示 したように，露地栽培果実の 場合，満

開後 120 日頃は果実生長か らみ る と発育段階 の 第 II期か

ら第 II［期へ の 移行時期に 当た っ て い た．同様 に，早期加
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Fig，4．　Fruit　softening 　ra1es 　of
‘Tonewase’Iapanese　persimmon 　grown 　in　greenhouses　and 　in　the　open　fie】d．

　　 Fruits，　which 　were 　harvested　at　various 　stages 　of 　deveiopment，　were 　treated 　wiIh 　carbon 　dioxide　to　remove

　　 astringency 　ac ¢ ording 　to　CTSD 　method ．　Fruit　softening 　was 　monitored 　at　25 ℃．　See　legends　in　Fig．3．
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温 ハ ウ ス 栽培 の 果実で は満開後 110日頃が発育段階第 II

期か ら第 III期へ の 移行時期 に 相当 して い た が，普通加温

お よ び後期加温栽培 の 果実 で は，満開後 120 日以降 で も

果実生 長 が停滞 し再 び 生長が 盛 ん に な る第 IH期が不明確

で あ っ た ．中條 （1982）は ，カ キ の 果実肥大 の 適 温 は

20−25℃ で あ り，30℃以上 の 高温 は 果実肥大を抑制する

こ と を指摘 して い る．今回 の 調査 で は，普通加温と後期

加温の果実で は満開後 120日目が そ れ ぞ れ夜温 も 25℃ を

越 え る 7月下旬お よ び 8月中旬に 当た っ て い た の に 対 し，

早期加温 や露地栽培で は ，少な くと も夜温 は 25℃ を越え

な い 6月下旬と 9月上旬 で あ っ た （第 3図）．こ の よ うに

普通加温 と後期加温果実で み られ た第 II期から第 III期 へ

の 移行の 不明確さ に は，温度要因 が 関連 して い る と推察

さ れ る．

　 こ の よ う な 発育中の 温度特性を持つ 果実 の 収穫後の軟

化様相 に つ い て調べ た （第 4図 ）．そ の 結果，全般的 に は

い ずれ の 栽培法の 果実で も，満開後 120日以前に収穫 し

た果実は収穫後 4 日以内に ほ とん どが 軟化 した の に 対 し，

そ れ 以降 の 収穫 で は果実の軟化速度が緩慢に な る時期が

あ り，そ の 後，満開後 160日以降に収穫 した果実 で は，過

熟段階 に 達 して い る た め か 再 び軟化 が急速 に な る傾向が

み られ た．板村 ら （1996）も　
‘
刀根早生

’
ハ ウ ス 栽培果実

を熟度別 に 収穫 し，収穫後 の 軟化様相を調査 した とこ ろ，

収穫適期 に あ た る時期ま で は収穫後 6−・11 日 で軟化 した
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が，適期以降に 採取 した果実で は軟化 に 要す る 日数が約

30 日ま で に 延長し た こ とを示 した ，栽培法別 に は ， 果実

軟化は ， 露地栽培 で は ハ ウ ス 栽培果実 よ り少な か っ た．ハ

ウ ス 栽培 の 果 実 で は ，軟化速度が 緩慢 に な る時期 で も

20〜50％ の 果実 は 収穫後 3．　・−5 日以内に軟化 した，こ れ ら

の 結果か ら ，
ハ ウ ス 栽培 で も収穫熟度が果実 の 軟化様相
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Fig．5．　Growth　 curves　 of
‘Tonewase’Japanese　persirnmon

　　 grown　under 　high　temperature　in　a　greenhouse 　from　Ju且y　1

　　 IQ　Oc 巳ober 　14；lhe 　control 　was 　grown　on 　the 　open 　field．

　 　 5
　　　　70　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　130　　　　　　　　　　150

　　　　　　　　　　　　　　　　 Days　after 　full　bloorn

Fig．6．　 M ・xim ・ m ・nd 　mi ・im・m 　t・mp … t・ ・e・ i・ g・eenh ・u・e ・ sed 　f・・ high　t・mp ・・a… et ・・atm ・nt ・nd
　
th° se

　
in
　
the

　　 ・P・n ・fi・ld．・Each ・pL・t　i・ th・ ・v ・・ag … mp ・・at・・e　f・・ fi・ ・ d・y・・G ・eenh ・ u・e　w ・・ v・・tilat・d　by　an 　exhaust 　fan

　　 whcn 　temperature　ex   eded 　40℃．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

256 播磨真志
・
中野龍平 ・山本貴司

・
小松英雄

・
藤本欣司 ・北野欣信

・
久保康隆 ・稲葉昭次 ・富 田栄

一

に 大 きな影響を与え ，一定期間内の 収穫 果 で は，軟化割

合や 速度 が 低 下 す る傾向 は 認 め ら れ た が，露地栽培 と比

較す る と明らか に軟化程度が大 きか っ た．しか し，全 て

の 果実が軟化す る わ け で は な い こ と を考 え る と，ハ ウ ス

栽培 で は 個 tt の 果実 の 軟化特性の 変異 が 大き くな る特徴

があ る よ う に 思 わ れ た．今回 の 調査で は，開花が最 も多

い 時期を満開 日 と した が ，ハ ウ ス 栽培樹 で は開花が 不揃

い で 開花期間 が約 2週 間程度に 及ん だ の に対 し，露地栽培

で は 開花期間 は 1週間以内で あ っ た．従 っ て，満開日を基

準 に す る と，ハ ウ ス 栽培果実 で は同一収穫 日で も．実際
の 開花日か らの 日数はか なり異 な る果実が 混 ざ っ て い る

こ とが考え ら れ，こ の こ と が ハ ウ ス 栽培果実の 軟化変異

幅を大き く して い る の か も しれな い ．

果実 肥 大 期 の 温 度 条件 と果 実軟 化

　前述 した よ うに発 育中 の 温度要因もハ ウ ス 栽培果実の

軟化割合を大 き くし て い る と考え られ た の で ， 露地条件

下 で 満開後 52 日 まで発育さ せ た後，ハ ウ ス 内に 搬入 し高

温条件下 で 生 育させ た鉢植え樹 と，一
貫 して露地条件下

で 生 育 さ せ た 樹 の 果実生 長 と収穫後 の 軟化様相を比較 し

た．果実肥大 は高温処理区 で も露地 区と大 きな変化は み

られず，果実生長 の 第 Ilt期 も明確 に み られ た （第 5図 ）．

た だ し，今回の 高温処理 で は最低気温 は露地区 と 変わ ら

なか っ た の で，実験 3で の 果実生長様相の 結果と併せ て考

High−temp ．Treatment

え る と，果実生長 に は 昼温よ りむ しろ 夜温 の 影響が大き

い の か もしれな い （第 6図）．
一

方，果実軟化 の 調査 （第
7図 ）で は ，満開後 125 日一一145 日に 収穫iした露地栽培果実

で は 軟化程度は わ ずか で あ っ た が，高温処理樹か ら満開

後 125 日及び 130 日 に 収穫iした 果実 は 大部分 が 急速 に 軟

化 し，満開後 145 日収穫果実 で の み顕著に軟化 が抑制 さ

れた．こ の よ うに，高温処理果実で も、収穫後 の 軟化割

合が少 な か っ た 発育段階 もみ られ た が，そ の 期間は一
時

的 な も の で あ っ た，従 っ て ，
ハ ウ ス 栽培 刀 根早生

’
で は，

成熟期に 樹上 で 高温 に さ ら さ れ る こ とに よ っ て ，軟化 し

や す い 生理状態 が慣行収穫期 ま で 続 くと推察され る．こ

の 点 に 関連して ，和歌山県の 調査 で は ，成熟期に 当た る

9月期の 温度が年 々 上昇傾向に あ り，そ れと呼応 して 露地

栽培 の
t

刀根早生
’
果実の 軟化割合が増加 して い るこ とが

示 さ れて い る （小島，2000）．

　以上 の こ とか ら，ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’
果実の 収穫後

の 軟化 に は，収穫果 の 熟度 の 変異幅 と 成熟期 の 温度条件
が 大 きく影響して い ると考え ら れ た．筆者 らは，予備的

な 調査 に お い て ，カ キ果実を有孔 ポ リ袋で 包装 す る と軟

化 しや す い 幼果 で も軟化 が顕著 に 遅延 する こ とを見い 出

し，こ の
‘
軟化 しや す い 未熟な

’
生理状態が水 ス ト レ ス に

対す る感受性に 関連す る こ とを示唆す る 結果 を 得 て い る

（中野 ら，1999），今後，ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早生

’
果実の 軟
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化機構に つ い て，より詳細 に 検討する と と もに，実用的

な軟化 抑制技術を確 立す る予定で あ る，

摘　　要

　カ キ 刀 根早 生 の ハ ウ ス 栽培果実 の 脱渋後の 軟化発生

の 実態に つ い て 調査 し ，
そ の 要因 に っ い て 検討 した，

1．無脱渋，樹上脱渋および CTSD 脱渋処理果実 の 日持ち

性に つ い て 検討 した と こ ろ，収穫 日 を基準と した 果実の

軟化様相 に は差 が な か っ た，

2，’刀根早生
’

ハ ウ ス 栽培 6園 に おけ る CTSD 脱渋後の 軟

化の 発生 は，園地 に よ り大 きな 差 が 認 め ら れ た が ，各園

の軟化発生程度と根群分布，葉 中無機成分含量，葉の 水

分ポ テ ン シ ャ ル および根 の 呼吸活性 に は 相関 は認め られ

な か っ た ，

3．加温時期の 異な る ハ ウ ス 栽培およ び露地栽培 果実を経

時的に 採取 し （）．TSD 脱渋後の 軟化様相を調査 した と こ ろ，

い ずれの 栽培法で も未熟な段階で収穫し た果実 で は脱渋

後，急速 に 軟化 した，満開後 120 日以降に収穫 した果実

で は 軟化 の 発生が一時的に 少な くな っ た ．こ の 時期 は 露

地果実 で は果実生長第 II期 か ら第 IH期へ の 移行す る時期

と
一

致 して い た．

4，鉢植 え個体を 7・・10月に ハ ウ ス 内に搬入す る高温処理

は，収穫後の 果実軟化 の 割合を増加さ せ た．

　以上 よ り，ハ ウ ス 栽培
‘
刀根早 生 で は，成熟期の高温

が 果実を 「軟化 しや す い 」生理状態 に す る と考え られ た．
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